
(57)【要約】

　　　　　

【課題】本考案は根を強く張った草でも容易に引抜くこ

とができ、長時間の作業でも疲労感の少ない簡便な草取

具を提供することを目的とする。

【解決手段】掻取板１の先端側にＶ溝２を多数形成し、

且つＶ溝２の後端と連続する細溝３を少なくとも形成さ

せた掻取板１に、柄５を取付けた構造とする。また細溝

３を２段階に形成させると良く、細溝３の後端と連続す

る丸穴４を穿設しても良い。更に柄５としてアルミニウ

ムパイプを使用し、柄５の下部に、滑り止め部材が被覆

された把持部６を設けても良い。

【選択図】図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 掻 取 板 （ １ ） の 先 端 側 に Ｖ 溝 （ ２ ） を 多 数 形 成 し 、 前 記 掻 取 板 （ １ ） に 柄 （ ５ ） を 取 付
け た 草 取 具 に 於 い て 、 前 記 Ｖ 溝 （ ２ ） の 後 端 と 連 続 す る 細 溝 （ ３ ） を 少 な く と も 形 成 さ せ
た こ と を 特 徴 と す る 草 取 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 細 溝 （ ３ ） が ２ 段 階 で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 草 取 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 細 溝 （ ３ ） の 後 端 と 連 続 す る 丸 穴 （ ４ ） が 穿 設 さ れ た 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 草 取 具
。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 柄 （ ５ ） が ア ル ミ ニ ウ ム パ イ プ で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 草 取 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 柄 （ ５ ） の 下 部 に 滑 り 止 め 部 材 を 被 覆 さ せ た 把 持 部 （ ６ ） が 設 け ら れ た 請 求 項 １ 又
は ４ 記 載 の 草 取 具 。
　
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 雑 草 な ど を 取 除 く 際 に 用 い る 草 取 具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 か ら 、 根 の 強 い 雑 草 等 を 取 除 く た め に 用 い る 道 具 と し て は 色 々 の も の が あ る が 、 市
販 さ れ て い る 手 軽 で 便 利 な も の と し て 、 刃 体 に 柄 が 付 い た 鏝 の よ う な も の や 、 複 数 の 連 続
す る Ｖ 溝 を 有 し た 鍬 の よ う な 掻 取 板 に 柄 が 付 け ら れ た も の な ど が 市 販 さ れ て い る 。 又 、 登
録 実 用 新 案 第 ３ １ ０ ０ ３ ６ ４ 号 の 草 取 具 が 提 案 さ れ て い る 。 こ の 草 取 具 の 構 造 は 、 一 端 側
に 切 欠 部 が 設 け ら れ た 刃 部 を 有 し た 板 状 の 刃 部 材 （ 掻 取 板 ） に 、 保 持 部 （ 柄 ） が 直 角 に 取
付 け ら れ た 鎌 に 似 た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 前 記 刃 体 に 柄 が 付 い た 鏝 の よ う な も の は 、 一 方 の 手 で 雑 草 を 把 持 し 、 他 方
の 手 に よ っ て 刃 体 を 雑 草 の 根 元 付 近 に 差 込 ん で 雑 草 の 根 元 を 切 断 或 い は 掻 取 る と 共 に 腰 を
曲 げ た 状 態 で 雑 草 を １ 本 ず つ 処 理 し て い る た め 、 広 い 場 所 の 草 取 り に は 不 向 き で あ っ た 。
又 、 複 数 の Ｖ 溝 を 有 し た 鍬 の よ う な 掻 取 板 に 柄 が 付 け ら れ た も の は 、 余 り 腰 を 曲 げ る 必 要
が な い た め 、 作 業 姿 勢 は 問 題 な い が 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 複 数 の Ｖ 溝 だ け で あ る た め
、 雑 草 が Ｖ 溝 の 基 部 に 引 掛 か ら ず に そ の Ｖ 溝 の 基 部 か ら 外 側 へ 逃 げ 出 し 、 草 取 り が 出 来 ず
に 残 っ て し ま う 雑 草 が 多 く 生 じ 易 か っ た 。 し か も 掻 取 板 の 両 側 に Ｖ 溝 の 半 分 相 当 が 形 成 さ
れ て 斜 め に な っ て い る た め 、 ブ ロ ッ ク や 石 等 で 囲 ま れ た 花 壇 の 周 囲 な ど を 草 取 り す る 際 に
、 ブ ロ ッ ク に 掻 取 板 の 側 面 を 密 着 し て 草 取 り が 行 わ れ て も 、 Ｖ 溝 の 半 分 相 当 分 の 空 間 が 生
じ て 草 取 り が 行 え な い 箇 所 が 残 っ て し ま う 等 の 欠 点 が あ っ た 。 更 に 登 録 実 用 新 案 第 ３ １ ０
０ ３ ６ ４ 号 の 草 取 具 は 、 一 方 の 手 で 雑 草 を 把 持 し 、 他 方 の 手 に 保 持 部 を 保 持 し て 切 欠 部 に
雑 草 の 根 元 近 傍 部 分 を 挟 込 ん だ 状 態 で 、 草 取 具 を 切 欠 部 側 に 引 寄 せ れ ば 、 一 方 の 手 で 把 持
し た 雑 草 の 根 元 部 分 に 負 荷 が 加 わ り 、 そ の 雑 草 を 切 断 す る こ と な く 根 元 か ら 引 抜 く こ と が
出 来 る が 、 作 業 姿 勢 が 腰 を 曲 げ た 状 態 と な る た め 、 広 い 場 所 の 草 取 り に は 不 向 き で あ り 、
且 つ 長 時 間 に 渡 っ て 作 業 を 行 う と 腰 を 痛 め 易 い 等 の 欠 点 が あ っ た 。
【 特 許 文 献 １ 】 登 録 実 用 新 案 第 ３ １ ０ ０ ３ ６ ４ 号 公 報
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 考 案 は 根 を 強 く 張 っ た 草 で も 容 易 に 引 抜 く こ と が で き 、 長 時 間 の 作 業 で も 疲 労 感 の 少
な い 簡 便 な 草 取 具 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 考 案 は 上 記 欠 点 を 解 消 す る た め に 成 さ れ た も の で あ り 、 つ ま り 、 掻 取 板 の 先 端 側 に Ｖ
溝 を 多 数 形 成 し 、 且 つ 各 Ｖ 溝 の 後 端 と 連 続 す る 細 溝 を 少 な く と も 形 成 さ せ た 掻 取 板 に 、 柄
を 取 付 け た 構 造 と す る 。 ま た 細 溝 を ２ 段 階 に 形 成 さ せ る と 良 く 、 細 溝 の 後 端 と 連 続 す る 丸
穴 を 穿 設 し て も 良 い 。 更 に 柄 と し て ア ル ミ ニ ウ ム パ イ プ を 使 用 し 、 柄 の 下 部 に 、 滑 り 止 め
部 材 が 被 覆 さ れ た 把 持 部 を 設 け て も 良 い 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 請 求 項 １ の よ う に 掻 取 板 （ １ ） の 先 端 側 に Ｖ 溝 （ ２ ） を 多 数 形 成 し 、 該 Ｖ 溝 （ ２ ） の 後
端 と 連 続 す る 細 溝 （ ３ ） を 少 な く と も 形 成 さ せ る と 共 に 掻 取 板 （ １ ） に 柄 （ ５ ） が 取 付 け
ら れ て い る こ と に よ り 、 強 く 根 の 張 っ た 草 （ ７ ） や 根 元 の 細 い 草 （ ７ ） も 容 易 に 引 抜 く こ
と が で き 、 且 つ 腰 を 曲 げ ず 、 鍬 を 持 つ 状 態 で 掻 取 板 （ １ ） の 幅 分 の 雑 草 を ま と め て Ｖ 溝 （
２ ） に 引 込 ん で 処 理 す る こ と が 出 来 る た め 、 草 取 り 作 業 効 率 が 向 上 す る と 共 に 、 広 い 場 所
の 草 取 り を 長 時 間 行 っ て も 疲 労 感 の 少 な い も の と な る 。 ま た 構 造 が 簡 単 で あ る の で 、 簡 便
な 草 取 具 と し て 安 価 に 提 供 出 来 る も の と な る 。 更 に 前 記 細 溝 （ ３ ） を 長 く す る こ と に よ り
、 そ の 細 溝 （ ３ ） の 草 （ ７ ） が い っ ぱ い に な る ま で 連 続 し て 草 取 り 作 業 が 行 え る も の と な
る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 ２ の よ う に 細 溝 （ ３ ） を ２ 段 階 に す る こ と に よ り 、 雑 草 （ ７ ） の 根 元 の 細 い も の
や 柔 ら か な も の で も 、 確 実 に 引 抜 い て 草 取 り 作 業 が 行 え る も の と な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ３ に 示 す よ う に 細 溝 （ ３ ） の 後 端 と 連 続 す る 丸 穴 （ ４ ） を 穿 設 さ せ る こ と に よ り
、 細 溝 （ ３ ） に 応 力 が 集 中 す る こ と を 防 止 さ せ る こ と が で き る た め 、 草 取 具 の 寿 命 を 延 ば
す こ と が 可 能 と な る 。 又 、 尖 っ た 部 分 や 角 ば っ た 部 分 だ け で な く 、 丸 み が あ る こ と に よ り
、 見 た 目 が ソ フ ト に な り 、 他 の 商 品 と の 差 別 化 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ４ に 示 す よ う に 柄 （ ５ ） と し て ア ル ミ ニ ウ ム パ イ プ を 使 用 す る と 、 草 取 具 の 重 量
が 軽 く な る た め 、 草 取 り 作 業 が 楽 に な り 、 且 つ 腰 を 曲 げ ず に 作 業 が 行 え 、 広 い 場 所 の 草 取
り を 長 時 間 に 渡 っ て 行 っ て も 腰 に 加 わ る 負 担 が 減 少 さ れ る も の と な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ５ の よ う に 柄 （ ５ ） の 下 部 に 滑 り 止 め 部 材 が 被 覆 さ れ た 把 持 部 （ ６ ） を 設 け る こ
と に よ り 、 柄 （ ５ ） が し っ か り と 把 持 出 来 る た め 、 草 取 具 に 力 が 入 り 、 草 取 り 作 業 の 効 率
ア ッ プ に 貢 献 で き る も の と な る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ は 本 考 案 の 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ り 、 こ れ に 基 づ き 説 明 す る 。 (１ )は 所 定 の 草 取 り
幅 を 有 し た 薄 板 の 掻 取 板 で あ り 、 該 掻 取 板 （ １ ） の 板 厚 と し て は 、 １ ～ ３ ｍ ｍ を 使 用 す る
と 良 い 。 又 、 前 記 掻 取 板 （ １ ） の 材 質 と し て は 、 バ ネ 鋼 や Ｓ Ｋ 鋼 を 用 い る の が 好 ま し い 。
尚 、 前 記 掻 取 板 （ １ ） の 板 厚 や 材 質 は 上 記 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 （ ２ ） は 掻 取 板 （
１ ） の 先 端 側 に 多 数 形 成 し た 連 続 す る Ｖ 溝 で あ り 、 該 Ｖ 溝 （ ２ ） は 太 め の 草 （ ７ ） を 引 抜
く 際 に 使 用 す る 。 尚 、 前 記 Ｖ 溝 （ ２ ） の 連 続 形 成 は 掻 取 板 （ １ ） の 両 端 が 図 ２ （ ａ ） 、 図
１ に 示 す よ う 三 角 形 の 尖 部 が 来 る よ う に 形 成 す る 。 又 、 前 記 Ｖ 溝 （ ２ ） は 必 ず し も 連 続 形
成 せ ず 、 図 ３ （ ｃ ） に 示 す よ う に 断 続 的 に 形 成 し 、 先 端 側 に 平 部 （ 11） を 残 し て も 良 い 。
特 に 砂 地 以 外 の 草 取 り に は 、 先 端 側 に 平 部 （ 11） を 残 し た も の を 使 用 す る と 、 掻 取 板 （ １
） の 先 端 側 の 磨 耗 が 少 な く な り 、 且 つ 先 端 側 が 欠 け に く い も の と な る の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 （ ３ ） は Ｖ 溝 （ ２ ） の 後 端 に 形 成 さ せ た 図 ３ （ ａ ） ～ （ ｄ ） に 示 す よ う な 連 続 す る 細 溝
で あ り 、 該 細 溝 （ ３ ） の 幅 と し て は 、 １ ～ ５ mm、 長 さ （ 奥 行 き ） と し て は 、 ３ ～ １ ０ mmが
良 く 、 好 ま し く は 幅 を １ mmで 、 長 さ を ７ mmに 形 成 す る 。 又 、 前 記 細 溝 （ ３ ） を ２ 段 階 と し
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、 図 ３ （ ｄ ） に 示 す よ う な １ 段 目 の 細 溝 （ 31） と ２ 段 目 の 細 溝 （ 32） を 穿 設 さ せ 、 そ の 境
に テ ー パ ー 部 （ 33） を 設 け た も の と し て も 良 い 。 尚 、 前 記 細 溝 （ ３ ） は 細 め の 草 （ ７ ） を
引 抜 く こ と が 可 能 と な る た め の も の で あ る 。 （ ４ ） は 細 溝 （ ３ ） の 後 端 に 穿 設 さ せ た 連 続
す る 丸 穴 で あ り 、 該 丸 穴 （ ４ ） は 、 図 ３ に 示 す よ う に 細 溝 （ ３ ） の 幅 よ り も 大 き な も の を
穿 設 す る 。 （ ５ ） は 掻 取 板 （ １ ） に 取 付 け た 金 属 製 の 丸 パ イ プ の 柄 で あ り 、 該 柄 （ ５ ） と
し て は 、 ア ル ミ ニ ウ ム パ イ プ を 用 い る と 良 い が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 （ ６ ）
は 柄 （ ５ ） の 下 部 外 周 に ゴ ム や 柔 軟 な 合 成 樹 脂 な ど の 滑 り 止 め 部 材 を 被 覆 さ せ て 設 け た 把
持 部 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 次 に 本 考 案 の 使 用 方 法 を 説 明 す る 。 先 ず 始 め 雑 草 （ ７ ） を 取 除 く 作 業 者 は 、 柄 （ ５ ） の
把 持 部 （ ６ ） を 握 る 。 そ し て 通 常 の 鍬 を 使 用 す る 要 領 で 力 を 入 れ ず に 軽 く 雑 草 （ ７ ） の 根
元 付 近 に 掻 取 板 （ １ ） を 下 ろ し て 引 寄 せ る 。 す る と 、 Ｖ 溝 （ ２ ） に 沿 っ て 引 込 ま れ た 雑 草
（ ７ ） は 、 そ の Ｖ 溝 （ ２ ） に 確 実 に 挟 込 ま れ 、 更 に 根 元 部 分 に 負 荷 が 加 わ る こ と に よ り 、
こ の 雑 草 （ ７ ） を 根 元 か ら 引 抜 く こ と が 出 来 る の で あ る 。 こ の 場 合 、 腰 を 殆 ど 曲 げ ず に 作
業 が 行 え る と 共 に 草 取 具 を １ 回 下 ろ せ ば 、 掻 取 板 （ １ ） の 幅 分 が 綺 麗 に 草 取 り さ れ た 状 態
と な る の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ４ は 本 考 案 の 作 用 を 示 す 図 で あ り 、 こ の 図 に 基 づ い て 本 考 案 の 作 用 を 説 明 す る 。 先 ず
掻 取 板 （ １ ） を 雑 草 （ ７ ） の 根 元 付 近 に 下 ろ し て 引 寄 せ る と 、 雑 草 （ ７ ） は Ｖ 溝 （ ２ ） に
沿 っ て 引 込 ま れ て 、 そ の 根 元 が Ｖ 溝 （ ２ ） 或 い は 細 溝 （ ３ ） で 確 実 に 挟 込 ま れ 、 更 に 根 元
部 分 に 負 荷 が 加 わ る こ と に よ り 、 こ の 雑 草 （ ７ ） を 根 元 か ら 引 抜 く こ と が 出 来 る の で あ る
。 こ の 時 、 根 元 が 太 い 雑 草 （ ７ ） は Ｖ 溝 （ ２ ） の Ａ 位 置 で 確 実 に 挟 込 ま れ る 。 又 、 そ れ よ
り も 根 元 が 細 い 雑 草 （ ７ ） は 、 Ｖ 溝 （ ２ ） の 基 部 の Ｂ 位 置 で 確 実 に 挟 込 ま れ る 。 更 に 根 元
が 細 い 雑 草 （ ７ ） は 、 Ｖ 溝 （ ２ ） を 通 過 し て 細 溝 （ ３ ） に 達 し て 根 元 か ら 引 抜 か れ る 。 こ
の 場 合 、 細 溝 （ ３ ） が ２ 段 階 の も の に 於 い て は 、 １ 段 目 の 細 溝 （ 31） の Ｃ 位 置 （ 基 部 ） で
、 そ れ よ り も 若 干 細 い 根 元 の も の は 、 テ ー パ ー 部 （ 33） に 食 い 込 み Ｄ 位 置 で 挟 込 ま れ 、 そ
れ よ り も 更 に 細 い 根 元 の も の は 、 ２ 段 目 の 細 溝 （ 31） の Ｅ 位 置 で 挟 込 ま れ 、 各 太 さ の 雑 草
（ ７ ） は 根 元 か ら 引 抜 か れ 、 従 来 品 の 如 き 引 抜 か れ ず に 残 る 雑 草 （ ７ ） は 殆 ど な く な り 、
本 考 案 品 を １ 回 下 ろ せ ば 、 掻 取 板 （ １ ） の 幅 分 が 綺 麗 に 草 取 り さ れ た 状 態 と な る の で あ る
。 従 っ て 、 図 １ や 図 ２ （ ａ ） の よ う に Ｖ 溝 （ ２ ） に よ る 三 角 形 の 尖 部 が 両 側 に 来 る よ う に
し た 本 考 案 品 は 、 ブ ロ ッ ク や 石 等 で 囲 ま れ た 花 壇 の 周 囲 な ど を 草 取 り す る 際 で も 、 ブ ロ ッ
ク に 密 着 し て 草 取 り を 行 え ば 、 従 来 品 と 異 な り 、 掻 取 板 （ １ ） の 両 側 が 土 壌 に 差 込 ま れ て
、 生 え て い る 雑 草 （ ７ ） を 確 実 に Ｖ 溝 （ ２ ） 或 い は 細 溝 （ ３ ） に 引 込 み 、 雑 草 （ ７ ） の 抜
き 残 し が 殆 ど な く な る も の と な る 。 尚 、 前 記 掻 取 板 （ １ ） の 先 端 を 三 角 状 に 形 成 し て お く
と 、 そ の 先 端 を 固 い 地 中 に 突 き 刺 し て 雑 草 （ ７ ） の 根 元 を 掘 り 起 こ す こ と も 出 来 る も の と
な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 次 に 細 溝 （ ３ ） に 雑 草 （ ７ ） が 略 い っ ぱ い に な り 、 雑 草 （ ７ ） の 抜 き 残 し が 出 始 め た 時
に は 掻 取 板 （ １ ） の 先 端 を 、 引 寄 せ る 方 向 と 反 対 側 へ 押 圧 す れ ば 、 Ｖ 溝 （ ２ ） 或 い は 細 溝
（ ３ ） に 詰 ま っ た 雑 草 （ ７ ） が 簡 単 に 除 去 で き る 。 そ の 後 、 上 記 要 領 で 草 取 り 作 業 を 続 行
す れ ば 良 い 。 又 、 草 取 り 時 に 、 雑 草 （ ７ ） の 根 元 が 太 い も の や 根 が し っ か り 張 っ た も の が
あ る 場 合 に は 、 一 度 、 雑 草 （ ７ ） の 根 元 を 引 寄 せ る 方 向 と 反 対 側 へ 押 し て か ら 引 寄 せ る こ
と に よ り 、 綺 麗 に 雑 草 （ ７ ） を 引 抜 く こ と が 出 来 る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
【 図 １ 】 本 考 案 の 全 体 形 状 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 実 施 形 態 の 掻 取 板 と 従 来 の 掻 取 板 の 要 部 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 実 施 形 態 で 使 用 す る 掻 取 板 の 先 端 側 形 状 の 各 種 類 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 考 案 の 作 用 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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